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*1 2015年の第一子平均出産年齢は30.7歳。(厚生労働省 2016) 












































人数)と母親の賃金の関係性に研究の焦点が置かれていたことが挙げられる(Lundberg et al 2002)。 
例えば Waldfogel(1997)は母親の追跡調査を行う National Longitudinal Survey of Young 
Women(NLS-YW)の1968 年から1988 年のデータを用いて、 子どもの有無が母親の賃金に与え
る影響を調べている。この研究ではMincer 型賃金関数をモデルとし、固定効果推定を用いて、子






もの有無が母親の賃金を減少させる効果のことを「child penalty (Waldfogel 1997)」という。一方




を「fatherhood premium (Lundberg 2002)」という。 
 



















































3.1 OLS・FE estimator 
 
父親、母親、世帯 iの t年度の家計所得と父親の週あたり育児時間が、それぞれ incitとhptimeitで
表されるとし、以下のような線形モデルを仮定する。 
 
























𝑙𝑖𝑛𝑐-. 	−	 𝑙𝚤𝑛𝑐NOOOOOO 	= 	γ(ℎ𝑝𝑡𝑖𝑚𝑒-. 	−	ℎ𝑝𝑡𝚤𝑚𝑒NOOOOOOOOOO) 	+	(𝐗𝐢𝐭 	−	𝐗P)OOOO𝛃	 +	(𝜐-. 	−	𝜐NQ 	)																																	(3) 
 
固定効果変換によって得られた(3)式の𝑙𝚤𝑛𝑐NOOOOOO, ℎ𝑝𝑡𝚤𝑚𝑒NOOOOOOOOOO, 𝐗PQ , 𝜐NQはそれぞれ各父親、母親、世帯 i の
𝑙𝑖𝑛𝑐-., ℎ𝑝𝑡𝑖𝑚𝑒-., 𝐗𝐢𝐭, 𝜐-.	に対して時間平均をとった変数である。なお γ の固定効果推定量が一致性
をもつためには、以下の仮定が満たされている必要がある。 
 
Cov(ℎ𝑝𝑡𝑖𝑚𝑒-. 	−	ℎ𝑝𝑡𝚤𝑚𝑒NOOOOOOOOOO, 𝜐-. 	−	𝜐NQ) 	= 	0																																																																																															(4) 
 








𝑙𝑖𝑛𝑐-. 	= 		 𝐗𝐢𝐭𝛃𝟏 	+ 𝛾Vℎ𝑝𝑡𝑖𝑚𝑒-. 	+	𝑐-V 	+	𝜐-.V																																																																																										(5) 









𝛥𝑙𝑖𝑛𝑐-. 	= 		 𝐗𝐢𝐭𝛃𝟏 	+γV𝛥ℎ𝑝𝑡𝑖𝑚𝑒-. 	+	𝛥𝜐-.V																																																																																												(7) 
 
ここで𝛥𝑙𝑖𝑛𝑐-.は(𝑙𝑖𝑛𝑐-. 	−	 𝑙𝑖𝑛𝑐-,.^V)、𝛥ℎ𝑝𝑡𝑖𝑚𝑒-.は(ℎ𝑝𝑡𝑖𝑚𝑒-. 	−	ℎ𝑝𝑡𝑖𝑚𝑒-,.^V)、Δυ_`は(𝜐-. 	−
	𝜐-,.^V)を表す。そして、𝛥ℎ𝑝𝑡𝑖𝑚𝑒-.の操作変数としてℎ𝑝𝑡𝑖𝑚𝑒-,.^Yを用いる。なお γ の Anderson 
and Hsiao推定量が一致性をもつためには、以下の仮定が満たされている必要がある。	
 
Cov(ℎ𝑝𝑡𝑖𝑚𝑒-,.^Y, 𝛥𝜐-.) 	= 	0																																																																																																																									(8) 

































































































































































































































いる世帯の前期の父親の育児時間の当期の世帯収入に対する FE 推定値は負であり、それぞれ 1%
水準、10%水準で有意である。 
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